
堀
内
公
園
の
催
し
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■
お
得
な
回
数
券
限
定
販
売

●
と
き

９
月
１
日
捷
～

日
捷

２９

（
休
園
日
を
除
く
）

●
内
容

１
０
０
０
円
分
の
有
料

遊
具
回
数
券
を
購
入
し
た
人
に
有

料
遊
具
利
用
券
を
２
枚
進
呈

■
車
掌
さ
ん
に
な
っ
て
記
念
写
真

を
撮
ろ
う
！

●
と
き

９
月
６
日
松
・
７
日
掌

午
前

時
、
午
後
３
時（
受
け
付

１１

け
は
各
開
始

分
前
か
ら
）

１０

●
内
容

汽
車
の
運
転
席
で
記
念

撮
影

●
対
象

未
就
学
児

●
定
員

各

組（
先
着
順
）

１０

■
水
の
舞
台
の
開
放
を
延
長

引
き
続
き
、
水
の
舞
台
を
水
遊

び
場
と
し
て
開
放
し
ま
す
。

●
と
き

９
月
６
日
松
・
７
日
掌・

日
松
～

日
抄
午
前

時
～
午

１３

１５

１０

後
４
時（
天
候
に
よ
り
中
止
す
る

場
合
あ
り
）

●
対
象

お
む
つ
が
外
れ
た
子
～

小
学
生

※
未
就
学
児
は

歳
以
上
の
保
護

１８

者
同
伴
。
水
遊
び
用
お
む
つ
の

上
に
水
着
着
用
の
子
は
利
用
可
。

■
大
人
向
け
講
座「
フ
ラ
エ
ク
サ

サ
イ
ズ
」

●
と
き

９
月
８
日
捷
午
前

時
１０

～

時

分

１０

５０

●
内
容

フ
ラ
ダ
ン
ス
を
取
り
入

れ
た
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
運
動

●
対
象

歳
以
上

１８

●
定
員

人（
先
着
順
）

２０

●
持
ち
物

運
動
が
で
き
る
服
装・

タ
オ
ル

●
申
し
込
み

８
月

日
昌
～
９

２０

月
７
日
掌
午
前
９
時
～
午
後
４
時

分（
昇
を
除
く
）に
、
直
接
か
電

３０話
で
堀
内
公
園
へ

■
大
人
向
け
講
座「
季
節
の
小
物

作
り
」

●
と
き

９
月

日
晶
午
前

時

１２

１０

～
正
午

●
内
容

デ
コ
ク
レ
イ
粘
土
を
使

っ
た
小
物
作
り

●
講
師

飯
田
恵
美
氏（
デ
コ
ク

め
ぐ
み

レ
イ
ア
カ
デ
ミ
ー
講
師
）

●
料
金

円
５００

●
対
象

歳
以
上

１８

●
定
員

人（
先
着
順
）

１０

●
申
し
込
み

８
月

日
昌
～
９

２０

月

日
昭
午
前
９
時
～
午
後
４
時

１１分（
昇
を
除
く
）に
、
直
接
か
電

３０話
で
堀
内
公
園
へ

■
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

＆
棒
ビ
ク
ス
体
験
会

●
と
き

９
月

日
松
▼
①
ノ
ル

１３

デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
糸
午
前

９
時

分
～

時

分

②
棒
ビ

３０

１０

３０

ク
ス
糸
午
前

時
～
正
午

１１

●
内
容

①
糸
ポ
ー
ル
の
使
い
方・

歩
き
方

②
糸
肩
こ
り
・
腰
痛
予

防
体
操

●
対
象

歳
以
上

１８

●
定
員

①
糸

人

②
糸

人

４０

２０

●
費
用

器
具
レ
ン
タ
ル
代
各
５００

円
。
両
方
レ
ン
タ
ル
す
る
人
は
８００

円
、
持
参
す
る
人
は
無
料

●
持
ち
物

運
動
が
で
き
る
服
装・

靴
、
飲
み
物

●
申
し
込
み

８
月

日
昌
～
９

２０

月

日
晶
午
前
９
時
～
午
後
４
時

１２分（
昇
を
除
く
）に
、
直
接
か
電

３０話
で
堀
内
公
園
へ

■問
▼
堀
内
公
園

（
緯〈

〉５
９
４
７
）

９９

市
民
健
康
講
座

■問
▼
市
保
健
セ
ン
タ
ー

（
緯〈

〉１
１
３
３
）

７６

●
と
き

各
開
催
日
の
午
後
１
時

分
～
３
時

３０●
と
こ
ろ

市
保
健
セ
ン
タ
ー

●
対
象

市
内
在
住
・
在
勤
の
人

●
定
員

各

人（
先
着
順
）

８０

●
そ
の
他

未
就
学
児
の
無
料
託

児（
先
着

人
）を
希
望
す
る
人
は

１０

各
講
座
の
２
週
間
前
、
手
話
通
訳

が
必
要
な
人
は
各
講
座
の
３
週
間

前
ま
で
に
、
直
接
か
電
話
で
市
保

健
セ
ン
タ
ー
へ

●
申
し
込
み

８
月

日
晶
か
ら

２２

の
捷
～
晶
午
前
８
時

分
～
午
後

３０

５
時

分（
抄
を
除
く
）に
、
直
接

１５

か
電
話
で
市
保
健
セ
ン
タ
ー
へ

■
大
丈
夫
で
す
か
？
あ
な
た
の
目

知
っ
て
お
き
た
い
目
の
病
気

●
開
催
日

９
月

日
昭

１８

●
講
師

渡
邊
直
孝
氏（
安
城
更

な
お
た
か

生
病
院
）

■
健
診
で
見
つ
か
る
病
気
～
あ
な

た
は
大
丈
夫
で
す
か
？
～

●
開
催
日

月
２
日
昭

１０

●
講
師

岡
本
雅
彦
氏（
ア
イ
エ

ま
さ
ひ
こ

ム
ク
リ
ニ
ッ
ク
・
安
城
）

■
知
っ
て
お
き
た
い
ク
ス
リ
の
リ

ス
ク
と
正
し
い
使
い
方

●
開
催
日

月

日
昭

１０

１６

●
講
師

山
口
佳
久
氏（
ハ
マ
イ

よ
し
ひ
さ

カ
リ
山
口
旭
薬
局
）

■
虫
歯
だ
け
で
は
な
い
歯
の
ト
ラ

ブ
ル

●
開
催
日

月

日
昭

１０

３０

●
講
師

牧
野
篤
氏（
ま
き
の
歯

あ
つ
し

科
医
院
）

■
ア
ル
コ
ー
ル
と
血
液
の
意
外
な

関
係

●
開
催
日

月

日
昭

１１

１３

●
講
師

武
光
哲
志
氏（
た
け
み

た
け
み
つ
て
つ
し

つ
フ
ァ
ミ
リ
ー
ク
リ
ニ
ッ
ク
）

健健康の秘訣を学びま健康の秘訣を学びますす
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成
人
式
の
お
知
ら
せ

■
平
成

年
成
人
式

２７

今
回
か
ら
成
人
の
日

の
前
日
に
開
催
し
ま
す
。

●
と
き

来
年
１
月
１１

日
掌

受
け
付
け
糸
午

後
０
時

分
～
２
時

３０

祝
賀
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

糸
午
後
１
時

式
典
糸

午
後
１
時

分
～
２
時

３０

●
と
こ
ろ

デ
ン
パ
ー

ク●
対
象

平
成
６
年
４

月
２
日
～
平
成
７
年
４

月
１
日
生
ま
れ
の
人

■
成
人
式
実
行
委
員
を
募
集

仲
間
と
一
緒
に
思
い
出
深
い
成

人
式
に
し
ま
せ
ん
か
。

●
内
容

成
人
式
の
司
会
・
企
画

な
ど

●
対
象

市
内
在
住
・
在
学
経
験

の
あ
る
右
記
平
成

年
成
人
式
対

２７

象
者
で
、
９
月
～
成
人
式
の
間
、

青
少
年
の
家

で
月
１
・
２

回
開
催
す
る

会
議
に
出
席

で
き
る
人

●
定
員

１５

人（
先
着
順
）

●
申
し
込
み

９
月
５
日
晶
ま
で

の
午
前
９
時
～
午
後
５
時（
捷
を

除
く
）に
、
住
所
・
氏
名（
ふ
り
が

な
）・生
年
月
日
・
電
話
番
号
・
Ｅ

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
電
話
か
フ
ァ

ク
ス
・
Ｅ
メ
ー
ル
で
青
少
年
の
家

（
胃〈

〉１
１
３
１
／seishoun

７６

en@
city.anjo.aichi.jp

）へ

※
フ
ァ
ク
ス
・
Ｅ
メ
ー
ル
の
場
合

は
、「
成
人
式
実
行
委
員
希
望
」

と
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

■問
▼
青
少
年
の
家

（
緯〈

〉３
４
３
２
）

７６

成成人式で活躍しよ成人式で活躍しようう

山
崎
延
吉（
の
ぶ
き
ち
・
え

ん
き
ち
※
）は
、
愛
知
県
立
農

林
学
校（
現
在
の
安
城
農
林
高

等
学
校
）の
初
代
校
長
で
、「
日

本
デ
ン
マ
ー
ク
」の
礎（
い
し
ず

え
）を
築
い
た
人
物
と
し
て
知

ら
れ
て
い
ま
す
。

延
吉
は
、
明
治
６（
１
８
７

３
）年
に
、
石
川
県
の
士
族
の

家
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
子
ど
も

の
頃
の
生
活
は
貧
し
く
、
体
の

弱
い
、
内
気
な
少
年
で
し
た
。

第
四
高
等
学
校（
現
在
の
金

沢
大
学
）に
進
学
し
た
延
吉
は
、

無
口
な
性
格
も
あ
り
、
黙
々
と

で
き
る
仕
事
が
良
い
と
考
え
、

農
業
を
学
ぶ
こ
と
に
し
ま
し
た
。

卒
業
後
は
、
東
京
帝
国
大
学
農

科
大
学（
現
在
の
東
京
大
学
農

学
部
）へ
進
学
。

歳
の
時
、

２５

農
科
大
学
の
学
長
か
ら
、
福
島

県
立
蚕さ

ん

業
学
校
で
教
師
に
な
る

ぎ
ょ
う

よ
う
依
頼
さ
れ
ま
し
た
。
最
初

は
教
壇
に
立
つ
こ
と
を
躊ち

ゅ
う

躇
し

ち
ょ

ま
す
が
、
赴
任
し
て
か
ら
は
教

育
者
と
し
て
の
道
に
目
覚
め
、

一
生
の
仕
事
と
す
る
決
心
を
し

ま
し
た
。

そ
の
後
、
大
阪
府
立
農
学
校

へ
の
転
任
を
経
て
、
明
治
３４

（
１
９
０
１
）年
、

歳
の
若
さ

２９

で
愛
知
県
立
農
林
学
校
の
初
代

校
長
に
抜
て
き
さ
れ
ま
す
。
そ

れ
か
ら
大
正
９（
１
９
２
０
）年

ま
で

年
近
く
に
わ
た
り
、
校

２０

長
を
務
め
ま
し
た
。

こ
の
間
、
農
村
の
振
興
と
農

民
文
化
の
向
上
の
た
め
、
校
長

以
外
に
愛
知
県
農
事
試
験
場
長

や
愛
知
県
農
務
課
長
な
ど
愛
知

県
の
農
業
関
連
の
要
職
を

兼
務
し
、
精
力
的
に
活
動

し
ま
す
。
延
吉
の
教
育
方

針
は
、「
学
校
」と
い
う
枠

に
と
ら
わ
れ
な
い
こ
と
で

し
た
。
た
と
え
ば
、
農
村

の
青
年
に
夜
学
を
開
い
た

り
、
校
外
へ
の
講
演
に
頻

繁
に
出
か
け
た
り
し
ま
し

た
。こ

う
し
て
延
吉
は
、
農

村
へ
の
教
育
と
合
理
的
な

農
業
の
普
及
に
成
功
し
、

延
吉
の
指
導
を
受
け
た
人
た
ち

に
よ
り
、
安
城
は「
日
本
デ
ン

マ
ー
ク
」と
呼
ば
れ
る
ほ
ど
農

業
の
盛
ん
な
地
域
へ
と
発
展
し

て
い
き
ま
し
た
。

大
正
９
年
に
、
校
長
な
ど
の

公
職
を
退
い
て
か
ら
も
、
ま
す

ま
す
旺
盛
に
活
動
し
ま
し
た
。

商
工
業
の
発
展
に
取
り
残
さ
れ

た
農
村
を
救
う
た
め
、
国
内
は

も
と
よ
り
、
朝
鮮
や
台
湾
に
ま

で
出
向
い
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
功
績
か
ら
、
延
吉

は
晩
年
に
お
い
て
も
、「
農
民
の

父
」「
農
聖
」と
し
て
慕
わ
れ
ま

の
う
せ
い

し
た
。

※
周
囲
か
ら
は「
え
ん
き
ち
」と

呼
ば
れ
ま
し
た
が
、
本
名
は

「
の
ぶ
き
ち
」と
読
ん
だ
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。

創創創立１立１５５周年当時の愛知県立農林学周年当時の愛知県立農林学校校
（安城農林高等学校『百十年の歩み（安城農林高等学校『百十年の歩み』』よより）り）
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軽
自
動
車
税
が
変
わ
り
ま
す

市
税
条
例
の
改
正
に

よ
り
、
平
成

年
度
か

２７

ら
軽
自
動
車
税
の
税
額

が
変
わ
り
ま
す
。
変
更

後
の
税
額
は
、
車
種
や

新
規
登
録（
※
）さ
れ
た

時
期
に
よ
り
異
な
り
ま

す
。

※
新
規
登
録
と
は
、
車

両
が
初
め
て
車
両
番

号
の
指
定
を
受
け
る

こ
と
を
指
し
ま
す
。

◎
原
付
・
２
輪
車
、

小
型
特
殊
自
動
車

●
対
象
車
両

全
て
の

車
両

●
区
分
／
税
額

表
１

の
と
お
り

◎
３
輪
・
４
輪
の
軽
自
動
車

●
対
象
車
両

次
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
車
両

暫
平
成

年
４
月
１
日
昌
以
降
に

２７

新
規
登
録
す
る
車
両

暫
新
規
登
録
後

年
を
経
過
し
た

１３

車
両

●
区
分
／
税
額

表
２
の
と
お
り

●
そ
の
他

新
規
登
録
後

年
を

１３

経
過
し
た
車
両
の
税
額
は
、
平
成

年
度
か
ら
変
更
さ
れ
ま
す
。
ま

２８た
、
現
在
所
有
し
て
い
る
車
両
・

平
成

年
３
月

日
昇
ま
で
に
新

２７

３１

規
登
録
し
た
車
両
は
、
新
規
登
録

後

年
を
経
過
す
る
年
度
ま
で
、

１３
現
行
ど
お
り
の
税
額
と
な
り
ま
す

表１：原付・２輪車、小型特殊自動車の税額

平成２７年度以降平成２６年度まで区分
２０００円１０００円５０㏄以下

原付
２０００円１２００円５０㏄超～９０㏄以下
２４００円１６００円９０㏄超～１２５㏄以下
３７００円２５００円ミニカー

３６００円２４００円軽２輪（１２５㏄超～２５０㏄以下）トレ
ーラー含む

６０００円４０００円小型２輪（２５０㏄超）
２４００円１６００円農耕作業用小型特殊自

動車 ５９００円４７００円農耕作業用以外

■問
▼
市
民
税
課

（
緯〈

〉２
２
１
３
）

７１

表２：３輪・４輪の軽自動車の税額
新規登録後１３年
経過した車（平
成２８年度から）

平成２７年４月１
日以降の新規登
録車

平成２７年３月３１
日以前の新規登
録車

区分

４６００円３９００円３１００円３輪
１万２９００円１万８００円７２００円自家用乗用

４輪 ８２００円６９００円５５００円営業用
６０００円５０００円４０００円自家用貨物用 ４５００円３８００円３０００円営業用

暴
力
団
追
放
標
語
を
募
集

暴
力
団
追
放
運
動
の
趣
旨
に
沿

い
、
市
民
に
強
く
訴
え
る
作
品
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

●
対
象

市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
小
学
生
以
上

●
賞

１
位
糸
１
万
円

２
位
糸

７
０
０
０
円

３
位
糸
５
０
０
０

円
分
の
商
品
券（
中
学
生
以
下
は

図
書
カ
ー
ド
）

●
そ
の
他

作
品
の
権
利
は
市
暴

力
追
放
推
進
協
議
会
に
帰
属
し
、

優
秀
作
品
は
全
国
暴
力
追
放
運
動

モ
デ
ル
標
語
に
応
募
し
ま
す

「
エ
コ
セ
ン
タ
ー
あ
ん
じ
ょ
う
」を

移
転
し
ま
す

中
心
市
街
地
交
流
広
場
に
あ
る

同
施
設
を
左
記
の
と
お
り
移
転
し

ま
す
。
ま
た
、
移
転
作
業
に
伴
い

９
月

日
昌
～

日
昇
は
利
用
で

２４

３０

き
ま
せ
ん
。

●
移
転
日

月
１
日
昌

１０

●
移
転
先

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

第
４
駐
車
場（
下
図
参
照
）

●
そ
の
他

開
業
時
間
や
回
収
品

目
な
ど
の
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

リ
ユ
ー
ス
コ
ー
ナ
ー
も
従
来
ど
お

り
設
置
し
ま
す

■問
▼
環
境
首
都
推
進
課

（
緯〈

〉２
２
０
６
）

７１

●
申
し
込
み

９
月

日
昇
ま
で

１６

に
、
作
品（
1
人
３
点
ま
で
）と
住

所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
、

市
外
在
住
の
人
は
勤
務
先
・
学
校

名
を
郵
送（
消
印
有
効
）か
Ｅ
メ
ー

ル
で
、
市
民
安
全
課（
〒

－

８

４４６

５
０
１
住
所
記
載
不
要
／anzen

@
city.anjo.aichi.jp

）へ

※
Ｅ
メ
ー
ル
は
件
名
を「
暴
力
団

追
放
標
語
」と
し
て
く
だ
さ
い
。

■問
▼
市
民
安
全
課

（
緯〈

〉２
２
１
９
）

７１

広報あんじょう 2014.8.15蚊

選
挙
や
選
任
に
よ
る
委
員
で
構

成
さ
れ
、
任
期
は
平
成

年
７
月

２９

日
昌
ま
で
で
す
。
ま
た
、
７
月

１９
日
に
開
催
し
た
総
会
で
、
会
長

２２ほ
か
を
決
定
し
ま
し
た
。〈敬

称
略
〉

■
会
長

中
田
晴
久（
安
城
町
／
選
挙
）

は
る
ひ
さ

■
会
長
職
務
代
理
者

杉
浦
英
彦（
東
端
町
／
選
挙
）

ひ
で
ひ
こ

■
農
地
部
会

●
部
会
長

鳥
居
益
夫（
箕
輪
町

ま
す
お

／
選
挙
）

●
同
職
務
代
理
者

岩
瀬
則
雄

の
り
お

（
古
井
町
／
選
挙
）

■
農
業
振
興
部
会

●
部
会
長

成
瀬
早
苗（
北
山
崎

さ
な
え

町
／
選
任
）

●
同
職
務
代
理
者

菱
田
政
量

ま
さ
か
ず

（
池
浦
町
／
選
挙
）

■
選
挙
に
よ
る
委
員

柴
田
孝
敏（
里
町
）、村
瀬

た
か
と
し

收（
橋
目

お
さ
む

町
）、神
谷
孝
雄（
東
栄
町
）、日
下

た
か
お

く
さ
か

賢
治（
篠
目
町
）、小
野
内

け
ん
じ

博（
新
田

ひ
ろ
し

町
）、稲
垣
勝
弘（
高
木
町
）、都
築

か
つ
ひ
ろ

直
之（
横
山
町
）、山
口

な
お
ゆ
き

実（
安
城

み
の
る

町
）、黒
柳
幹
保（
二
本
木
町
）、近

み
き
ほ

藤
正
広（
高
棚
町
）、清
水
博
雄（
福

ま
さ
ひ
ろ

ひ
ろ
お

釜
町
）、大
参
俊
博（
赤
松
町
）、浅

と
し
ひ
ろ

井
清
幸（
和
泉
町
）、加
藤
裕
孝（
榎

き
よ
ゆ
き

ひ
ろ
た
か

前
町
）、石
川
和
宏（
根
崎
町
）、神

か
ず
ひ
ろ

谷
善
郎（
城
ヶ
入
町
）、水
越
精
二

よ
し
ろ
う

せ
い
じ

（
川
島
町
）、長
谷
部
勇（
桜
井
町
）、

い
さ
む

山
本
源
彦（
同
町
）、林
茂

も
と
ひ
こ

し
げ

樹（
小
川

き

町
）、神
谷
德
雄（
野
寺
町
）

と
く
お

■
選
任
に
よ
る
委
員

沓
名
正
夫

ま
さ
お（
和
泉
町
）、安
藤
幹
彦

み
き
ひ
こ

（
赤
松
町
）、杉
野
猛（
里
町
）、榊
原

た
け
し

喜
榮
子（
城
ヶ
入
町
）、加
藤
ま
さ

き

え

こ

江（
箕
輪
町
）、中
嶋
恵
美
子（
小
川

え

え

み

こ

町
）

第

期
農
業
委
員
会
が
発
足

２２

■問
▼
農
務
課

（
緯〈

〉２
２
３
４
）

７１

外
国
人
講
師
に
よ
る
英
会
話
講
座

●
と
き
／
内
容

９
月

日
昌
～

月

日
昌

１７

１２

１０

の
毎
週
昌（

月

日

１０

２９

昌
を
除
く
、
全

回
）

１２

ク
ラ
ス
Ⅰ（
あ
い
さ
つ

か
ら
の
基
礎
）
糸
午
後

６
時

分
～
７
時

分

３０

３０

ク
ラ
ス
Ⅱ（
会
話
を
楽

し
む
実
用
）
糸
午
後
７

時

分
～
８
時

分

４５

４５

※
い
ず
れ
も
講
座
中
は

日
本
語
を
使
い
ま
せ

ん
。

●
と
こ
ろ

文
化
セ
ン

タ
ー

●
対
象

市
内
在
住
・

在
勤
の

歳
以
上

１８

※
高
校
生
以
下
、
過
去

３
年
間
に
５
回
以
上

受
講
し
た
人
は
不
可
。

●
定
員

各

人（
定
員
を
超
え

３０

た
場
合
は
、
初
め
て
の
人
を
優
先

し
た
上
で
抽
選
）

●
受
講
料

各
５
０
０
０
円（
市

国
際
交
流
協
会
個
人
会
員
は
３
０

０
０
円
）

●
申
し
込
み

９
月
３
日
昌
▼
ク

ラ
ス
Ⅰ
糸
午
後
６
時
～
６
時

分
３０

ク
ラ
ス
Ⅱ
糸
午
後
７
時

分
～
７

１５

時

分
に
、
受
講
料
を
持
っ
て
文

４５

化
セ
ン
タ
ー
へ

※
１
人
で
２
人
分
以
上
の
申
し
込

み
は
不
可
。
定
員
に
達
し
な
い

場
合
は
、
９
月
４
日
昭
午
前
８

時

分
か
ら
市
国
際
交
流
協
会

３０
に
て
先
着
順
で
受
け
付
け
。

■問
▼
市
国
際
交
流
協
会

（
市
民
協
働
課
内
）

（
緯〈

〉２
２
６
０
）

７１

外外国人講師と楽しく英会話を学びません外国人講師と楽しく英会話を学びませんかか

８
月
中
旬
は
、
家
族
旅
行

や
里
帰
り
な
ど
で
家
を
留
守

に
す
る
こ
と
が
多
く
な
り
、

空
き
巣
被
害
が
増
加
し
ま
す
。

外
出
時
は
次
の
こ
と
に
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

暫
玄
関
や
窓
に
は
補
助
錠
を

付
け
る

暫
門
灯
・
セ
ン
サ
ー
ラ
イ
ト

な
ど
で
家
の
周
り
を
明
る
く

す
る

暫
外
出
・
就
寝
前
に
施
錠
の

確
認
を
す
る

暫
郵
便
受
け
な
ど
に
置
き
鍵

を
し
な
い

■問
▼
安
城
警
察
署

（
緯〈

〉０
１
１
０
）

７６
市
市
民
安
全
課

（
緯〈

〉２
２
１
９
）

７１

ききちんと施錠してかきちんと施錠してからら
外出・就寝しましょ外出・就寝しましょうう


